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県
社
保
協
は
１
月
１
９

日
、
公
立
・
公
的
病
院
等

再
編
・
統
合
問
題
学
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
７
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
学

習
会
の
開
催
は
、
厚
生
労

働
省
が
昨
年
９
月
２
６
日

に
、
「
地
域
医
療
構
想
」

に
よ
る
病
床
削
減
の
目
標

達
成
の
た
め
、
全
国
の
公

立
病
院
と
赤
十
字
や
済
生

会
と
い
っ
た
公
的
病
院
な

ど
の
う
ち
、
「
再
編
・
統

合
の
議
論
が
必
要
」
と
位

置
付
け
た
４
２
４
の
医
療

機
関
の
実
名
を
公
表
し
た

こ
と
か
ら
、
緊
急
に
開
催

し
た
も
の
。 

 

学
習
会
は
、
本
田
宏
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
医
療
制
度
研

究
会
副
理
事
長
・
前
済
生

会
栗
橋
病
院
院
長
補
佐
に

よ
る
学
習
講
演
で
ス
タ
ー

ト
。
本
田
氏
は
、
「
医
師

不
足
と
赤
字
経
営
は
病
院

に
責
任
が
あ
る
わ
け
で
は

な
い
」
と
し
て
、
日
本
の

医
師
数
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
比
較

や
診
療
報
酬
の
改
定
率
の

推
移
な
ど
を
示
し
な
が
ら

説
明
。
日
本
の
政
治
や
マ

ス
コ
ミ
の
報
道
姿
勢
を
明

治
維
新
の
時
期
に
ま
で
さ

か
の
ぼ
っ
て
解
明
し
、

「
社
会
保
障
の
充
実
の
た

め
に
は
、
税
金
の
集
め
方

と
使
い
方
の
問
題
を
広
く

知
ら
せ
、
選
挙
の
投
票
率

を
上
げ
る
こ
と
が
重
要

だ
」
と
強
調
し
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
岡
山
県
委

員
会
の
森
脇
久
紀
副
委
員

長
が
、
実
名
を
公
表
さ
れ

た
県
内
病
院
と
の
懇
談
に

つ
い
て
、
倉
敷
市
職
員
労

働
組
合
の
星
原
徹
中
央
執

行
委
員
が
、
倉
敷
市
立
市

民
病
院
を
守
っ
た
住
民
運

動
の
経
験
を
報
告
し
ま
し

た
。 

 

最
後
に
森
本
社
保
協
事

務
局
長
は
、
「
公
立
・
公

的
４
２
４
病
院
へ
の
再
検

証
要
請
を
撤
回
し
、
地
域

医
療
の
拡
充
を
求
め
る
」

署
名
や
「
具
体
的
対
応
方

針
」
の
再
検
証
を
要
請
さ

れ
た
１
３
病
院
が
所
在
す

る
市
町
へ
の
要
請
と
議
会

へ
の
国
へ
の
意
見
書
採
択

の
請
願
、
１
３
病
院
と
の

懇
談
な
ど
の
行
動
を
提
起

し
ま
し
た
。 

「公
的
病
院
の
再
編
・統
合
問
題
」と
は
・・
・
・ 

 

昨
年
１
２
月
２
６
日
、
厚
生
労
働
省
が
「再
編
統
合
に
つ

い
て
特
に
議
論
が
必
要
」と
し
て
公
立
病
院
お
よ
び
公
的

病
院
の
４
２
４
病
院
を
名
前
を
あ
げ
て
公
表
し
た
も
の
。

対
象
に
上
が
っ
た
病
院
は
、
「診
療
実
績
が
少
な
く
、
非

効
率
な
医
療
を
招
い
て
い
る
た
め
」と
し
て
い
る
が
、
地

域
医
療
に
果
た
し
て
い
る
実
態
な
ど
は
全
く
無
視
し
た

も
の
で
、
地
域
住
民
や
行
政
か
ら
は
反
対
す
る
声
が
あ

が
っ
て
い
る
。 

本田先生を招いての学習講演会には、県下各地から

７０人が参加。署名、議会請願などを行っていくこ

とを確認した。 

南岡山で署名配布始まる 
 国立南岡山医療センターが統廃合の対象病院

にあがったことから、職員組合は早島地域の団

地を中心に「南岡山病院を守ってくださ

い！！」の署名を配布する行動を始めました。 


